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公 開 質 問 状

要件のみにて失礼します。政治資金をめぐり前回第１弾に引き続き今回、第２

弾としまして、貴支部主催で開催された政経文化パーティーに関して調査を行い

ました。同封しておりますがその結果を、「県連・政経文化パーティーの調査結

果」にまとめ、問題点を指摘させていただきました。その指摘に対する釈明や説

明を求め公開質問をさせていただきます。

ところで、先の公開質問にはご回答をいただけていませんが、政治資金をめぐ

ることは、その収支を公開することによって、政治活動が「国民の不断の監視と

批判の下」におこなわれるようにすることを趣旨目的として政治資金規定法が定

められています。その趣旨に沿った質問に対し回答しないという対応は、法をな

いがしろにする対応と受けとめられ、不誠実という批判を招きかねないと思われ

ますが、いかがでしょうか。

本件ご回答は、６月１０日までとさせていただきます。郵送かＦＡＸ（番号０

７３－４３３－２７６７）にて、お願いします。あるいは、回答書等をＰＤＦに

したデーターでの添付メール（hatanaka8048@gmail.com)にてもお受けできます。

以上
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ご 質 問 と ご 回 答 書

ご回答日 年 月 日

自由民主党和歌山県支部連合会

ご回答者氏名（ ）

１ ３回平均の利益率が９１・８９％と超高利益で、３回合計約１億７５００円

の高い利益を得られていますが、１割にも満たない低経費で９割を超える超高

利益のパーティーに、対価性の実質があるとは言えず、パーティーに名を借り

た単なる金集めといえ、非常に問題です。このことへの釈明を求めます。

２ ３回平均して１１・１％では収入公開度が低すぎること及び、法人等事業者

の公開減が不自然で腑に落ちません。このことへの釈明を伺います。

３ パーティー券代で２０万円を超える支出計上している団体が、

第１４回に

①「５月２０日６０万円の自民党和歌山県和歌山市十一支部」

②「７月１日６０万円の和歌山県農政連盟」

③ ｢６月２４日２０万円と７月３日１０万円計３０万円の和歌山県薬剤師連

盟」

第１５回に④「６月４日４０万円の自民党和歌山県郵政政治連盟支部」

第１６回に⑤「７月２６日２４万円の自民党湯浅町支部

が存在しました。

これらが真とすると、記載することが義務であるのに記載していないというこ

とになります。この点、受領の有無と釈明を伺います。次のいずれかに〇印を

した上でご記入下さい。

(1) かかる①から⑤のパーティー券代は、受領していない（一部の場合は、

個別に記載して下さい。）。

(2) かかる①から⑤のパーティー券代は受領しているが記載しなかったこと
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に次の事情がある（一部の場合は、個別に記載して下さい。）。

４ 任意団体の実行委員会が存在し、かつ、銀行口座まで存在し、パーティー券

代の支払いを受けています。そして、「実行員会」のパーティー券収入は、外

部に秘密の金とされていた疑いがあります。そのことに対する釈明を求めます。

次のいずれかに〇印をし、そのことの説明をご記入下さい。

(1) 「実行委員会」は存在するが、外部に秘密にしたパーティー収入金はな

い（この場合、秘密にした金がないことを検証できる資料の開示を求めま

す。）。

(2) 外部に秘密にしたパーティー収入金のあることを認める（この場合、そ

のことの内容の説明と検証できる資料の開示を求めます。）。

５ 第１４回分と１６回分の総収入等に虚偽記載の疑いがあります。支払者数の

記載が真であるとして、今回の調査で明らかになった未公開の政治団体等の数

値を加味して単価再検算した結果、第１４回分が１万９０５０円、第１６回が

１万９８２９円であり、パーティー券代単価の２万円を下回りました。このこ

とへの釈明を求めます。

６ パーティー券販売普及促進に、県会議員のノルマが「５０枚分で１００万円

分」であり、そのノルマを超えるとキックバックがあったと伺いました。県会

議員に対するノルマと、キックバックの事実関係について伺います。

(1) ノルマとキックバックがあったことは事実でしょうか（どちらかに〇印
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をして下さい）。

①事実である。 ②事実ではない。

(2) キックバックの対象者と金額などは公表されていますか。

①公表している。 ②公表していない。

(3) キックバックを公表している場合、どの資料のどの部分が該当しますか。

(4) キックバックを公表していない場合、対象毎に氏名と金額を開示して下

さい。

７ その他、本件に関することでなんなりとお書き下さい。

ご回答は、郵送かＦＡＸ（番号０７３－４３３－２７６７）で、できれば、本回答や裏付け資料

はＰＤＦデーターにして添付したメール（hatanaka8048@gmail.com)ででもお受けします。

以 上


